
手の届く範囲を打診、その他を目視で調査し

て異常があった場合は、建築物の所有者等に

対して精密調査の実施を注意喚起

手の届く範囲を打診、その他を目視で調査し

て異常があった場合、及び、外壁改修等から

10年を経てから最初の調査の際には、全面打

診等による調査の実施が義務化
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RC造3階建て、延べ床面積450㎡程度の外壁診断

の場合、足場を使った全面打診法は100万円を超

えることもありますが、赤外線法であれば30万

円程度の費用で調査が可能となります。

全面打診は足場を組み調査を行うため、現場作

業時間がかかります。赤外線法は特殊カメラを

用いた撮影調査ですので、天候や現場条件にも

左右されますが、調査期間はおよそ1日で対応す

ることが可能です。

全面打診は作業員の個々の判断に差が生じやす

いですが、赤外線法では画像として記録でき、

複数の技術者で解析チェックを行うことで、よ

り正確な診断を行うことができます。

※赤外線建物診断技能師とは、厚生労働省認可の第三者機関による赤外線建物診断資格になります。

改正後改正前

『建物診断は赤外線法がおすすめです！』
建物診断では、打診等による調査が規則で定められていますが、高コス

トや作業期間の長期化が課題となっています。

そこで赤外線カメラによる調査がおすすめです。（赤外線カメラを用い

た建物の劣化調査は、国土交通省診断指針に赤外線法として認められてい

ます。）

当社では、非破壊調査分野での幅広い知識と豊富な経験によって、早く、

安く、正確な建物診断を行うことができます。
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